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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名

ボーリングNO.

シートNO.

ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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B-1(NO.17,R13.0) 36° 19’ 02.0000”

139° 37’ 00.0000”

29.65 m

6.00 m
0.00° 0.00°

栃木県佐野土木事務所 2009-06-04 ～ 2009-06-06
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(FI)

26.75 2.30 2.90

粘土混じ
り礫
(G-C)

23.65 3.10 6.00
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上部0.25mは砂混りシルト主体
0.25mより礫混り粘土主体となる
礫はφ2～70mm程度の角礫が主体
である
φ2～80mmの角礫が主体である
礫間は粗～中砂混りの粘土で充填
される
コア長5～7cmの頁岩やチャートの
玉石を点在する
2.60～2.90mは頁岩の強風化部

チャートが優勢の頁岩との互層で
ある
岩質は硬質である
2.9～4.5m亀裂が多くコアは
5～18cmの短柱状で採取される
4.5m付近は亀裂面に薄く粘土を挟
む
4.0～4.5m間から毎分500ccの湧水
あり
4.5m以深はコア長10～20cmで採
取される
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